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東海大学 

 

教 員 氏 名   眞杉 洋平  

取 得 学 位   博士 （医学） 

現在の身分  教授 

（役職名） 

専 門 分 野   人体病理学 分子病理学 消化器病学（肝胆膵） 

現在の研究課題  「なぜ膵臓癌は他のあらゆる悪性腫瘍に比べ治療成績が悪いのか」を明らか

にする 

所 属 学 会   日本病理学会 日本癌学会 日本臨床細胞学会 日本膵臓学会 

AACR USCAP など 

研究内容 

 

１．膵癌特有のがん遺伝子の変化、独特の間質反応・免疫反応の分子病理学的解析 

２．微量の細胞・組織あるいは液状検体を用いた膵癌早期診断法の開発 

  を主なテーマとして研究しています。近年は科学技術が急速に進歩し、ヒト由来サンプルから、多種多様 

  な細胞の空間的位置情報、一細胞レベルでの遺伝子発現解析などが容易に入手できるようになりつつ 

  あります。このような時代において、解析対象であるヒト病理組織を実際に観察し、形態学的変化と様々 

  な分子空間的情報を有機的に組み合わせて解釈することができるのが私たち病理医の強みです。また、 

  究極的に「がん対策は予防が肝要」です。日々の生活習慣や常用薬がどのようなタイプの膵臓癌と関連 

  があるかを解析することで、膵臓癌の予防に寄与する modifiable な疫学因子を特定し、予防医療の発展 

  にも貢献したいと考えます。 

  私たちの研究室では、ともに膵臓癌の克服を目指す病理医、そして多様なバックグラウンドを持つ研究者 

  を歓迎します。 
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教員紹介 
 
領域（医学部組織）  

基盤診療学系病理診断学 

 
専門分野キーワード 
人体病理学、分子病理学、消
化器病学（肝胆膵） 


